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令和８年  第１回定例会
会期　3月３日（火）〜13日（金）

3/３ 一般質問
　中津川議員� （Ｐ10）
　吉田議員･寺嶋議員� （Ｐ11）
　秋田谷議員･北村議員� （Ｐ12）
　平野議員� （Ｐ13）

3/４ 一般質問
　田代議員� （Ｐ13）
　武尾議員� （Ｐ14）

3/５ 議案審議等　議案18件（条例・補正予算）

3/６ 議案審議　�議案１件（予算）
現地視察（工事予定箇所）

3/９ 特別委員会　一般会計予算審査特別委員会

3/10 委員会審査　産業厚生常任委員会（条例）

3/11 委員会審査　産業厚生常任委員会（条例）

3/12 委員会審査　総務文教常任委員会（条例）
委員会調査　議会広報広聴常任委員会

3/13 委員会審査　産業厚生常任委員会（条例）
議案審議等
　�委員会報告６件（条例・予算）、議案10件（予算・
指定管理）ほか

住
宅
使
用
料
３
０
５
万

４
千
円
で
町
営
住
宅
と
籠
場

住
宅
、
町
屋
住
宅
そ
れ
ぞ
れ

収
入
さ
れ
る
が
、
管
理
戸
数

と
入
居
戸
数
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

（
総
務
課
）

　
従
来
の
戸
建
て
、
河
内
の

集
合
住
宅
併
せ
て
28
戸
あ
り
、

21
世
帯
入
居
し
て
い
る
。
籠

場
住
宅
は
21
戸
で
18
世
帯
入

居
し
て
い
る
。
町
屋
住
宅
は

28
戸
で
27
世
帯
入
居
し
て
い

る
。

空
き
家
に
な
っ
て
い
る

町
営
住
宅
等
の
入
居
募
集
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

か
。

（
総
務
課
）

　
入
居
募
集
に
つ
い
て
、
河

内
住
宅
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

籠
場
、
町
屋
住
宅
は
管
理
会

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
あ
る

い
は
事
業
所
、
店
舗
で
募
集

を
行
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
１
億
６

９
０
０
万
円
の
収
入
を
見
込

ん
で
い
る
が
積
算
根
拠
を
伺

う
。

（
政
策
推
進
課
）

　
過
去
の
実
績
か
ら
し
て
８

０
０
０
件
程
度
に
な
っ
て
い

る
。
ゴ
ル
フ
場
に
ふ
る
さ
と

納
税
自
販
機
が
設
置
さ
れ
て

お
り
約
６
千
万
円
。
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
品
で
７

千
万
円
、
そ
の
他
４
千
万
円

で
１
億
７
千
万
円
ほ
ど
の
積

算
と
な
る
。

市
町
村
自
治
基
盤
強
化

総
合
補
助
金
４
２
７
９
万
円

は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
充

当
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　
地
方
創
生
に
資
す
る
事

業
等
で
幅
広
く
あ
り
、
充
当

事
業
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
拠
点
整
備

事
業
、
ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

生
産
整
備
事
業
等
が
あ
る
。

市
町
村
学
校
給
食
費
軽

減
交
付
金
は
、
学
校
給
食
費

の
物
価
高
騰
に
対
す
る
交
付

金
な
の
か
、
そ
れ
と
も
学
校

給
食
費
そ
の
も
の
に
対
し
て

の
交
付
金
な
の
か
。

（
教
育
課
）

　
給
食
費
の
無
償
化
で
国
を

通
じ
て
、
県
か
ら
小
学
校
の

給
食
に
対
し
て
月
額
５
２
０

０
円
を
補
助
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。
中
学
校
の
無
償
化
に

つ
い
て
国
の
ほ
う
か
ら
の
情

報
は
な
い
。

歳
　
出

政
　
策

庁
舎
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

進
捗
状
況
は
。

（
総
務
課
）

　
役
場
本
庁
舎
の
更
新
を
予

定
し
て
い
る
。
旧
寄
中
学
校
、

寄
診
療
所
も
２
０
２
７
年
ま

で
に
は
対
応
し
た
い
。

移
住
・
定
住
に
つ
い
て

新
た
な
戦
略
は
。

（
政
策
推
進
課
）

　
「
２
地
域
居
住
」
の
ふ
る

さ
と
住
民
登
録
制
度
と
い
っ

た
国
の
政
策
を
研
究
し
な
が

令和８年度
８会計の予算を可決

総額103億7710万円
前年度対比

7億8271万円の増
　
令
和
８
年
度
の
予
算
が
提
案
さ
れ
、
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
員
11
名
で
構
成
さ
れ

る
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
、

付
託
の
上
、
９
日
に
町
長
・
副
町
長
・
教
育

長
以
下
、
参
事
・
課
長
職
か
ら
係
長
職
の
職

員
出
席
の
も
と
詳
細
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
審
査
の
結
果
は
、
13
日
の
本
会
議

で
特
別
委
員
会
報
告
が
行
わ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

質
疑
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

歳
　
入
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ら
、
移
住
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
お
も
て
な
し
推
進

事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

（
政
策
推
進
課
）

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の

経
費
と
、
本
年
度
は
「
声
と

心
で
つ
な
が
る
未
来
フ
ェ
ス

テ
イ
バ
ル
」
事
業
委
託
料
を

予
算
化
し
た
。
ま
ず
は
、
松

田
町
の
認
知
度
を
上
げ
る
た

め
に
露
出
の
機
会
を
増
や
す

こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。
広
告
媒
体
を
使
い
な
が

ら
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
生
産
施
設
の
投
資
事
業
と

し
て
の
期
待
は
。

（
政
策
推
進
課
）

　
水
道
料
金
と
し
て
の
収
入
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
雇
用
の
創

出
等
の
波
及
を
見
込
ん
で
い

る
。

ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

事
業
の
指
定
管
理
の
選
定
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　
町
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を

し
て
も
ら
え
る
か
、
ど
の
よ

う
な
雇
用
を
し
て
も
ら
え
る

か
に
つ
い
て
事
業
者
か
ら
の

提
案
を
受
け
て
、
公
募
を
進

め
た
い
。

新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ

ス
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
。

（
政
策
推
進
課
）

　
県
西
部
広
域
行
政
協
議
会

の
交
通
部
会
等
で
も
今
後
の

協
議
の
テ
ー
マ
と
し
て
協
議

し
て
い
く
。

安
全
防
災

防
犯
カ
メ
ラ
の
今
年
度

の
設
置
台
数
と
設
置
場
所
お

よ
び
設
置
場
所
の
優
先
順
位

の
考
え
方
は
。

（
安
全
防
災
担
当
室
）

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場

所
は
、
犯
罪
が
起
き
た
場
所

や
起
き
そ
う
な
場
所
に
加
え
、

自
治
会
か
ら
申
請
さ
れ
た
も

の
を
取
り
ま
と
め
て
、
優
先

順
位
を
つ
け
た
中
で
設
置
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
等

に
つ
い
て
の
公
表
は
難
し
い
。

住
　
宅

町
営
住
宅
の
解
体
の
進

捗
状
況
は
。

（
総
務
課
）

　
本
年
度
は
、
中
河
原
住
宅

２
棟
の
解
体
を
予
定
し
て
い

る
。
沢
尻
住
宅
に
お
い
て
は
、

本
年
度
１
棟
を
予
定
し
て
い

る
。子

育
て
・
福
祉

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

改
修
の
内
容
は
。

（
福
祉
課
）

　
３
階
の
健
楽
の
湯
の
お
風

呂
の
改
修
を
メ
イ
ン
に
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

調
査
を
し
て
、
他
に
修
繕
や

修
理
が
必
要
な
と
こ
ろ
が
出

て
き
た
ら
、
順
次
対
応
し
て

い
く
。保

育
所
等
紙
お
む
つ
収

集
運
搬
委
託
料
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
回
収
後
の
紙
お

む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え

て
い
る
の
か
。

（
子
育
て
健
康
課
）

　
紙
お
む
つ
は
普
通
ご
み
と

し
て
回
収
さ
れ
て
い
る
。
今

後
リ
サ
イ
ク
ル
等
、
環
境
上

下
水
道
課
と
連
携
し
可
能
な

限
り
協
議
検
討
し
て
い
く
。

朝
の
こ
ど
も
居
場
所
づ

く
り
の
利
用
人
数
、
実
施
場

所
、
実
施
体
制
に
つ
い
て
。

（
子
育
て
健
康
課
）

　
登
録
者
は
４
名
で
、
利
用

人
数
は
１
日
あ
た
り
１
．
97

人
で
実
施
場
所
は
音
楽
室
を

提
供
し
て
い
る
。
入
口
と
音

楽
室
が
は
な
れ
て
い
る
の
で
、

保
護
者
か
ら
お
預
か
り
す
る

職
員
と
音
楽
室
で
見
守
る
職

員
の
２
名
を
配
置
し
て
い
る
。

緊
急
時
の
連
絡
は
職
員
が
対

応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て

必
要
で
あ
れ
ば
学
校
の
助
言

を
い
た
だ
く
。

無
痛
分
娩
費
用
助
成
金

の
内
容
と
事
業
実
施
に
至
っ

た
経
過
は
。

（
子
育
て
健
康
課
）

　
助
成
は
１
人
５
万
円
が
上

限
で
30
人
分
の
予
算
を
見
て

い
る
。
経
緯
と
し
て
は
、
近

隣
で
無
痛
分
娩
が
で
き
る
医

療
機
関
は
限
ら
れ
て
い
る
が

全
国
的
に
無
痛
分
娩
を
希
望

す
る
方
が
増
え
て
い
る
状
況

で
実
施
に
至
っ
た
。

環
　
境

電
気
自
動
車
購
入
補
助

金
の
内
容
は
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　
寄
地
区
を
対
象
と
し
た
購

入
補
助
金
は
１
台
20
万
円
で
、

補
助
金
を
利
用
し
て
購
入
さ

れ
た
電
気
自
動
車
は
、
寄
の

災
害
時
の
孤
立
化
対
策
と
し

て
、
携
帯
電
話
等
の
小
さ
な

も
の
の
非
常
用
電
源
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

合
併
浄
化
槽
の
整
備
費

補
助
金
が
毎
年
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
整
備
率
が
ど
の
程

度
向
上
し
て
い
る
か
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　
整
備
率
は
31
％
で
、
ま
だ

整
備
が
必
要
な
世
帯
が
５
０

０
世
帯
程
あ
る
。
２
年
前
か

ら
職
員
が
未
整
備
の
世
帯
を

訪
問
し
補
助
制
度
の
周
知
を

行
い
、
申
請
率
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
引
き
続

き
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

ゴ
ミ
減
量
リ
サ
イ
ク
ル

機
購
入
の
補
助
金
の
啓
発
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の

み
を
補
助
の
対
象
と
し
て
い

た
が
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な

が
る
も
の
は
様
々
あ
り
、
そ

れ
ら
を
対
象
に
し
て
い
く
よ

う
に
要
綱
を
改
正
し
て
い
く
。

啓
発
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
で
の
周
知
と

と
も
に
、
令
和
８
年
度
に
ゴ

ミ
の
減
量
に
つ
い
て
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
計
画
し

て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り

新
松
田
駅
南
口
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
計
委
託
料
が

１
２
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
令
和
７
年

度
に
も
１
５
０
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
て
繰
越
に
な
っ
て

い
る
。
２
年
続
け
て
同
じ
よ
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う
な
設
計
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
７
年
度
、
８

年
度
と
そ
れ
ぞ
れ
何
を
予
定

し
て
い
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
本
体
と
連

絡
通
路
の
配
置
計
画
、
あ
と

は
電
気
設
備
、
機
械
設
備
の

設
計
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

８
年
度
分
と
し
て
は
、
引
き

続
き
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
本
体
、

連
絡
通
路
の
構
造
図
の
ま
と

め
、
工
程
の
検
討
で
実
施
設

計
が
完
了
と
な
り
、
２
か
年

の
計
画
で
進
め
て
い
る
。

新
松
田
駅
南
口
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は

南
口
、
北
口
を
通
じ
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
で
き
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
南
口
の
委
託
料
で
北
口
と

南
口
を
通
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
計
画
と
い
う
事
だ

が
、
北
口
に
つ
い
て
は
準
備

組
合
の
中
で
今
検
討
を
し
て

お
り
、
再
開
発
事
業
の
施
設

計
画
と
の
一
体
的
な
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
検
討
し
て
い
る
。

南
口
に
つ
い
て
は
、
小
田
急

と
協
議
の
上
バ
リ
ア
フ
リ
ー

幼
稚
園
の
会
計
年
度
任

用
職
員
給
与
費
が
増
額
し
て

い
る
が
要
因
は
。
ま
た
、
支

援
教
員
の
採
用
状
況
は
。

（
教
育
課
）

　
幼
稚
園
の
教
諭
を
３
名
増

員
す
る
費
用
で
あ
る
。
支
援

教
員
へ
の
応
募
が
少
な
く
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
広
報
等
で

募
集
し
て
い
る
が
、
採
用
に

は
苦
戦
し
て
い
る
。
大
学
や

短
大
を
回
り
採
用
に
努
め
る
。

小
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

事
業
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
接
続
不
良
で
児
童
や
保
護

者
か
ら
不
具
合
を
聞
く
が
対

策
は
。（

教
育
課
）

　
８
年
度
予
算
で
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
を
変
え
る
予
算
を
取
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
状
況

が
か
な
り
改
善
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

総
　
括

基
金
が
あ
る
中
で
、
ど

の
よ
う
な
基
準
で
起
債
を
選

ぶ
の
か
。

計
画
の
一
環
と
し
て
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て

い
く
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

新
松
田
駅
周
辺
整
備
推

進
事
業
の
予
算
額
は
３
億
６

５
０
０
万
円
ほ
ど
あ
る
が
、

今
は
再
開
発
準
備
組
合
だ
が
、

本
組
合
に
向
け
た
申
請
、
事

業
計
画
を
具
体
的
に
教
え
て

欲
し
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
本
組
合
設
立
に
向
け
て
、

準
備
組
合
の
検
討
事
項
に
な

る
が
、
基
本
設
計
を
行
い
土

地
評
価
、
建
物
の
基
本
設
計

を
行
っ
て
土
地
評
価
、
補
償

の
算
定
を
行
い
資
金
計
画
を

作
成
す
る
。
地
権
者
さ
ん
の

合
意
を
得
て
本
組
合
設
立
と

な
る
が
、
そ
う
い
っ
た
必
要

な
作
業
に
向
け
て
の
補
助
金

が
メ
イ
ン
の
予
算
で
あ
る
。

観
光
経
済

寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改

修
、
増
設
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
３
面
に
新
規
の
３
面
が

追
加
さ
れ
、
立
派
な
テ
ニ
ス

（
政
策
推
進
課
）

　
交
付
税
参
入
の
有
無
や
率

を
踏
ま
え
、
よ
り
有
利
な
も

の
を
優
先
し
て
起
債
し
て
い

る
。

起
債
の
メ
リ
ッ
ト
の
具

体
例
は
。

（
政
策
推
進
課
）

　
事
業
に
よ
り
30
％
～
50
％

が
交
付
税
算
入
さ
れ
る
た
め
、

実
質
的
な
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
。

財
政
推
計
に
つ
い
て
金

利
上
昇
や
物
価
高
の
影
響
を

ど
う
見
て
い
る
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　
一
定
の
見
込
み
は
入
れ
て

い
る
が
不
確
実
性
が
あ
る
。

寄
旧
中
学
校
の
利
活
用

に
つ
い
て
進
捗
は
。

（
政
策
推
進
課
）

　
入
札
不
調
に
よ
り
遅
れ
て

い
る
が
年
度
内
完
成
を
目
指

す
。

コ
ー
ト
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
が
、
人
工
芝
の
使

用
と
い
う
事
で
、
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
有
害
化
学

物
質
流
出
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
工
事
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
の
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人
工
芝

に
係
る
流
出
対
策
と
し
て
は
、

み
や
ま
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
同
様

の
対
策
を
考
え
て
い
る
。
側

溝
内
部
へ
の
流
出
防
止
フ
ィ

ル
タ
ー
の
設
置
、
集
水
マ
ス
、

さ
ら
に
網
目
の
細
か
い
不
織

布
を
使
用
し
た
フ
ィ
ル
タ
ー

の
設
置
と
い
う
形
で
流
出
防

止
対
策
を
計
画
し
て
い
る
。

教
　
育

保
健
体
育
総
務
費
の
新

規
計
上
で
部
活
動
地
域
展
開

推
進
事
業
費
が
あ
る
が
、
具

体
的
に
確
認
し
た
い
。

（
教
育
課
）

　
中
学
校
の
各
部
活
動
へ
の

民
間
指
導
員
派
遣
及
び
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
委
託
料
と
な
る
。

一般会計予算審査特別委員会報告書（抜粋）
　歳入については一括、歳出については各款ごとに審査しました。採決の結果、賛成全員で原案のとおり
可決すべきものと決定しました。予算執行にあたっては、次の事項について申し入れをします。
⑴　�ボトルドウォーター生産施設整備事業の設備利用事業者との契約は、リスク管理を最大限考慮したも
のとされたい。

⑵　�新松田駅北口地区市街地再開発事業と南口駅前広場の整備は、交通の拠点として一体的にその機能を
発揮するとともに、バリアフリー化を推進されたい。

⑶　�地域公共交通については、３か年度の実証実験を踏まえ、運行課題を明確にして推進されたい。
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第１回定例会（３月議会）	 可…可決� ○…賛成　●…反対　欠…欠席

議案等
番号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田
　
功

中
津
川 

定
雄

秋
田
谷 
光
彦

古
谷 
星
工
人

平
野 
由
里
子

田
代
　
実

井
上
　
栄
一

飯
田
　
一

寺
嶋
　
正

承認１ 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度松田町
一般会計補正予算（第６号）) 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

承認２ 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度松田町
一般会計補正予算（第７号）) 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

承認３ 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度松田町
上水道事業会計補正予算（第４号）) 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

承認４ 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度松田町
寄簡易水道事業会計補正予算（第３号）) 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案38
松田町こども・子育て応援条例（産業厚生常任委員会報告）
◎�上段は委員会報告(修正案)、下段は修正部分を除く原案
　詳細は、P６～７、９をご覧ください。

可 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

可 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案１ 松田町中高層建築物の日影に関する条例(産業厚生常任委
員会報告) 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案２ 松田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例(産業厚生常任委員会報告) 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案３ 松田町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め
る条例(産業厚生常任委員会報告) 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案４ 松田町犯罪被害者等支援条例(総務文教常任委員会報告) 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案５ 松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案６ 松田町地区整備計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案７ 松田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 ●

議案８ 松田町介護保険条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案９ 松田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案10 松田町用地取得特別会計条例を廃止する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 ○

議案11 令和７年度松田町一般会計補正予算（第８号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案12 令和７年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計補正予
算（第３号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案13 令和７年度松田町介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案14 令和７年度松田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２
号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案15 令和８年度松田町一般会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案16 令和８年度松田町国民健康保険事業特別会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 ●

議案17 令和８年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

※南雲まさ子議長は採決には加わらない。
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第１回定例会（３月議会）	 可…可決� ○…賛成　●…反対　欠…欠席

議案等
番号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田
　
功

中
津
川 

定
雄

秋
田
谷 
光
彦

古
谷 
星
工
人

平
野 
由
里
子

田
代
　
実

井
上
　
栄
一

飯
田
　
一

寺
嶋
　
正

議案18 令和８年度松田町介護保険事業特別会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案19 令和８年度松田町後期高齢者医療特別会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案20 令和８年度松田町上水道事業会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案21 令和８年度松田町寄簡易水道事業会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案22 令和８年度松田町下水道事業会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案23 松田町健康福祉センターの指定管理者の指定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案24 松田町寄ロウバイ園の指定管理者の指定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案25 松田町寄農と交流拠点施設の指定管理者の指定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

※南雲まさ子議長は採決には加わらない。

承
　
認

▼
承
認
１　
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
７
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

　
国
の
総
合
経
済
対
策
に
伴

う
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援

手
当
支
給
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
給
付
を
直
ち
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
１

月
５
日
に
専
決
処
分
し
た
補

正
予
算
の
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

▼
承
認
２　
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
７
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
））

　
第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
及
び
第
27
回
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
執
行
経

費
に
つ
い
て
、
直
ち
に
実
施

す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

１
月
19
日
に
専
決
処
分
し
た

補
正
予
算
の
承
認
を
求
め
る

も
の
で
す
。

▼
承
認
３　
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
７
年
度
松
田
町
上
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
））

　
寄
簡
易
水
道
事
業
会
計
に

お
い
て
急
を
要
す
る
資
金
需

要
が
生
じ
、
上
水
道
事
業
会

計
か
ら
寄
簡
易
水
道
事
業
会

計
に
対
す
る
長
期
貸
付
金
の

増
額
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
２
月
６
日
に
専
決
処

分
し
た
補
正
予
算
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

▼
承
認
４　
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
７
年
度
松
田
町
寄
簡

易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
））

　
令
和
８
年
１
月
11
日
の
強

風
の
影
響
で
倒
壊
し
た
、
宮

地
・
田
代
浄
水
場
に
電
力
を

供
給
す
る
た
め
の
引
き
込
み

電
柱
の
復
旧
に
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

２
月
６
日
に
専
決
処
分
し
た

補
正
予
算
の
承
認
を
求
め
る

も
の
で
す
。

条
　
例

▼
議
案
38　
松
田
町
こ
ど

も
・
子
育
て
応
援
条
例

　
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
に

い
っ
そ
う
力
を
注
ぎ
、
こ
ど

も
た
ち
や
子
育
て
世
代
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、「
こ
ど
も

た
ち
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
子

育
て
に
喜
び
や
幸
せ
を
感
じ

る
ま
ち
」、「
地
域
全
体
で
こ

ど
も
・
子
育
て
を
支
え
る
ま

ち
」
を
目
指
し
、「
松
田
町

こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
宣

言
」
の
実
現
に
向
け
た
施
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め

の
新
規
条
例
。

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
障
が
い
児
福
祉
や

子
育
て
に
関
係
す
る
４
名
を

参
考
人
と
し
て
本
委
員
会
へ

出
席
を
要
請
し
、
記
載
し
て

い
る
文
言
や
内
容
が
、
適
切

で
あ
る
か
等
に
つ
い
て
当
事

者
目
線
で
の
意
見
を
聴
取
し

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、「
松
田
町

こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
宣

言
」
の
実
現
に
向
け
た
施
策

定
例
会
の

審
議
の
抜
粋
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を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
条
例
で
あ
る
と
判

断
し
、
賛
成
多
数
で
原
案
の

一
部
を
修
正
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
委
員
会
報

告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

▼
議
案
１　
松
田
町
中
高
層

建
築
物
の
日
影
に
関
す
る
条

例
　
現
在
、
本
町
に
お
い
て
は

神
奈
川
県
の
条
例
に
基
づ
き

規
制
さ
れ
て
い
る
中
高
層
建

築
物
の
日
影
に
つ
い
て
、
土

地
の
高
度
利
用
に
お
け
る
建

築
物
の
計
画
に
際
し
、
本
町

の
実
情
に
合
わ
せ
た
規
制
を

定
め
る
た
め
の
新
規
条
例
。

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
適
正
な
も

の
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛
成

全
員
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
委
員
会
報

告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
全
員
で
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

▼
議
案
２　
松
田
町
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

▼
議
案
３　
松
田
町
特
定
乳

児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
児
童
福
祉
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
に
係
る
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
条
例
で
定
め
る
た
め
の
新

規
条
例
。

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
適
正
な
も

の
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛
成

全
員
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
委
員
会
報

告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
全
員
で
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

▼
議
案
４　
松
田
町
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例

　
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
の

趣
旨
に
則
り
、
犯
罪
被
害
者

等
の
支
援
の
基
本
事
項
を
定

め
る
た
め
の
新
規
条
例
。

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
適
正
な
も

の
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛
成

議案第３８号　松田町こども・子育て応援条例
産業厚生常任委員会（抜粋）

１．審査の結果
　　�　採決の結果、賛成多数で別紙のとおり原案の一部を修

※
正可決すべきものと

決定しました。
２．審査の内容
　　�　子育て健康課長及び担当職員出席のもと、詳細な説明を受けるとともに、
幅広く意見を伺う必要があることから、障がい者福祉及び子育てに関係する
４名の参考人を招致し、意見聴取しました。審査の結果、「松田町こども・
子育て応援宣言」の実現に向けた施策を総合的に推進するために必要な条例
であると判断しました。

　　※ ①修正 「健やかに」を「自分らしく」に
　　　 ②削除 「たくましい」、「心身ともに健やかに」、「自分の身は自分で守る」

議�案第１号　松田町中高層建
築物の日影に関する条例
産業厚生常任委員会（抜粋）
１．審査の結果
　　�　採決の結果、賛成全員で原案の
とおり可決すべきものと決定しま
した。

２．審査の内容
　　�　まちづくり課長及び担当職員出
席のもと、詳細な説明を受けまし
た。審査の結果、適正なものであ
ると判断しました。

　　�　なお、市街地再開発事業にかか
る日影などの環境面に関しては、
町民の関心が高いため、適切な時
期に情報の提供に努められたい。

議�案第２号　松田町乳児等通園支援事業の
　設備及び運営に関する基準を定める条例
議�案第３号　松田町特定乳児等通園支援事業
の運営に関する基準を定める条例

産業厚生常任委員会（抜粋）
１．審査の結果
　　�　採決の結果、賛成全員で原案のとおり可決すべきも
のと決定しました。

２．審査の内容
　　�　子育て健康課長及び担当職員出席のもと、詳細な説
明を受けました。審査の結果、適正なものであると判
断しました。

　　�　（以下、議案第３号について）なお、子育て世代の
声を聞き、「乳児等通園支援事業（こども誰でも通園
制度）」が早期に実施できるよう、関係機関と調整を
図られたい。

全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
委
員

会
報
告
を
行
い
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
全
員
で

可
決
と
な
り
ま
し
た
。
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▼
議
案
５　
松
田
町
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国

家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

▼
議
案
６　
松
田
町
地
区
整

備
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
７
年
12
月
１
日
付
け

で
都
市
計
画
決
定
し
ま
し
た

「
新
松
田
駅
北
口
地
区
地
区

計
画
」
に
つ
い
て
、
そ
の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
７　
松
田
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
分
の
賦
課
徴
収

が
必
要
と
な
る
こ
と
及
び
地

方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
対

応
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
８　
松
田
町
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に

伴
う
所
得
判
定
の
変
更
に
よ

る
介
護
保
険
料
の
負
担
増
を

緩
和
す
る
た
め
、
令
和
７
年

度
住
民
税
非
課
税
者
の
令
和

８
年
度
保
険
料
を
減
免
す
る

特
例
を
設
け
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
９　
松
田
町
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
が
社
会
経
済
情
勢
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
に
「
非
常

勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害

補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
」

を
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

▼
議
案
10　
松
田
町
用
地
取

得
特
別
会
計
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

　
籠
場
町
有
地
及
び
町
屋
町

有
地
の
購
入
の
際
の
借
入
金

の
元
金
及
び
利
子
の
償
還
が

完
了
し
た
た
め
、
本
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

▼
議
案
11　
令
和
７
年
度
松

田
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

　
歳
入
で
は
、
交
付
税
の
増

額
や
国
・
県
等
の
補
助
金
等

を
活
用
し
た
事
業
の
実
績
に

よ
る
増
減
、
町
債
は
、
松
田

中
学
校
屋
内
運
動
場
改
修
事

業
に
伴
う
増
額
な
ど
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
各
事
業
等
の

進
捗
状
況
と
実
績
見
込
み
な

ど
に
よ
る
増
減
や
、
財
政
調

整
基
金
、
減
債
基
金
へ
の
積

立
、
松
田
中
学
校
屋
内
運
動

場
改
修
工
事
、
保
育
所
等
運

営
給
付
費
の
増
額
な
ど
の
補

正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
12　
令
和
７
年
度
松

田
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
年
度
末
ま
で
の
決
算
見
込

み
に
よ
る
診
療
収
入
の
減
額

と
財
源
不
足
を
補
う
た
め
の

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
に
伴

う
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
13　
令
和
７
年
度
松

田
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
主
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
及
び
介
護
施
設
利
用
者
の

増
に
よ
る
介
護
給
付
費
の
増

額
に
伴
う
補
正
を
す
る
も
の

で
す
。

▼
議
案
14　
令
和
７
年
度
松

田
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減

分
減
少
に
よ
る
繰
入
金
の
減

額
に
伴
う
補
正
を
す
る
も
の

で
す
。指

定
管
理

▼
議
案
23　
松
田
町
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
、

社
会
福
祉
法
人
松
田
町
社
会

福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者

に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
24　
松
田
町
寄
ロ
ウ

バ
イ
園
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で
、

宇
津
茂
ロ
ウ
バ
イ
部
会
を
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
議
案
25　
松
田
町
寄
農
と

交
流
拠
点
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で
、

合
同
会
社
佐
野
フ
ァ
ー
ム
を

指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
も

の
で
す
。

議案第４号　松田町犯罪被害者等支援条例
総務文教常任委員会（抜粋）

１．審査の結果
　　　採決の結果、賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決定しました。
２．審査の内容
　　�　安全防災担当室長及び担当職員出席のもと、既に条例制定した市町の状況と、支援までの流れや具
体的な支援方法等、詳細な説明を受けました。審査の結果、適正なものであると判断しました。

松田中学校屋内運動場
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議案第３８号 「松田町こども・子育て応援条例」 
� 【討論】

賛成討論 平野　由里子　議員

反対討論 吉田　功　議員

　昨年９月定例議会に上程されたこの条例案は産
業厚生常任委員会に付託され、13回も委員会を
開催することとなりました。途中、委員会人事改
選により、委員会メンバーの入れ替えも挟んでの
継続審査となったことは異例と言えます。このよ
うなタイミングでの上程は、議会に暗に簡単な審
査を期待するものであり、この件については今後
注意して頂きたいと思います。また、この条例案
は子ども子育て会議の答申により作成されたとの
ことでしたが、その会議が２回の書面会議であっ
たことは、大変遺憾であります。
　こうした経緯がありながらも、委員会ではこの
条例案を「松田町こども・子育て応援宣言」の趣
旨に則り、また町の「チルドレン・ファースト」
の施策を力強く支えるものとして受け止め、より
良いものにするために議論を重ねて参りました。

今の時点でこの条例を作る意義を鑑み、昨今子ど
もを取り巻く様々な課題を意識し、包摂的な考え
方を取り入れるべきではないかという議論になり
ました。障がい児福祉や子育て関係の団体から４
名の参考人をお呼びしたのはそのためです。最終
的には、原案をできるだけ尊重した上で、包摂的
な観点を加味して、４か所修正とさせて頂きまし
た。９条（子どもの役割）については、子ども・
子育て会議のご意向で加えられた条文とのことで
あり、子ども自身が、自分だけでなく他の人の生
命も大切にすることを謳っているので、必然性が
あると判断しましたが、包摂的な視点にそぐわな
い「自分の身は自分で守る」の文言は削除させて
頂きました。
　以上、私からの修正案賛成の討論とさせて頂き
ます。

　私は、産業厚生常任委員会「令和７年 議案第
38号 松田町こども・子育て応援条例」の審査報
告について、反対の立場で討論に参加します。
　私は、産業厚生常任委員会の本条例の審査にほ
ぼ出席し、傍聴させていただきました。そこで、
委員の方々が数日・数十時間にわたり、たいへん
慎重に一字一句を丁寧に審査されていたことに敬
意を表します。
　さて、「松田町こども・子育て応援条例」は、
子どもを囲む関係者がこども・子育て支援にいっ
そう力を注ぎ、「こどもたちの笑顔があふれ、子
育ての喜びを感じるまち」「地域全体でこども・子
育てを支えるまち」を目指した「松田町こども・
子育て応援宣言」の実現に向けたものであり、そ
の理念には賛同します。
　しかし、町、保護者、地域住民、学び・育ちの

施設等関係者及び事業者に向けたこの条例に、第
９条の「こどもの役割」という子どもの義務条項
が記されていることに違和感を持ちます。
　また修正はされましたが、この条文中の心身等
に強さたくましさを期待する文言の使用について
は、この条例が子どもへのよりそい方を示すもの
であることから慎重であるべきです。
　さらに、この条例は議会上程前に子ども・子育
て会議の答申を受けたと報告がありましたが、そ
れは２回の書面会議であったということです。そ
こに産業厚生常任委員会が審査に苦慮した原因が
あります。
　私は、今一度、子ども・子育て会議の名誉のた
めにも丁寧に検討していただくことが良いと考え、
委員会報告について反対討論とさせていただきま
す。
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現
代
の
車
社
会
に
お
い
て

必
要
不
可
欠
な
道
路
は
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

　
県
道
や
町
道
の
新
設
・
改

良
が
進
め
ら
れ
、道
路
の
利

便
性
や
安
全
性
は
徐
々
に
向

上
し
て
い
ま
す
が
、既
存
の

道
路
ス
ト
ッ
ク
の
老
朽
化
に

よ
り
維
持
管
理
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、町
に
お
け
る
道

路
づ
く
り
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
道
の
維
持
管
理
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

長
期
的
な
視
点
か
ら
令

和
２
年
に
策
定
し
た
「
町
道

舗
装
修
繕
計
画
」
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
舗
装
の
劣
化

が
激
し
い
な
ど
優
先
す
べ
き

路
線
を
計
画
的
に
修
繕
す
る

と
と
も
に
、
日
常
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
や
住
民
か
ら
お
知
ら

せ
い
た
だ
く
不
具
合
等
に
対

し
予
算
内
に
て
補
修
等
を
順

次
実
施
し
て
い
る
。

道
路
の
改
良
工
事
を
実

施
す
る
際
の
選
定
基
準
や
優

先
順
位
の
考
え
方
は
。

平
成
27
年
に
策
定
し
た

「
町
道
整
備
基
本
計
画
」
に
、

道
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方

を
定
め
て
お
り
、「
幹
線
的

な
役
割
を
担
う
か
」「
将
来
的

に
必
要
と
な
る
路
線
か
」
な

ど
を
踏
ま
え
、
必
要
性
が
高

い
路
線
を
抽
出
し
、
さ
ら
に

事
業
の
施
工
性
や
連
続
性
、

費
用
対
効
果
の
側
面
で
の
実

効
性
等
を
検
証
し
、
実
施
に

係
る
時
期
等
を
設
定
し
て
い

る
。

県
道
７
１
０
号
の
代
替

路
線
と
し
て
期
待
で
き
る
中

津
川
堤
防
道
路
を
、町
道
認

定
し
整
備
す
る
お
考
え
は
。

管
理
セ
ン
タ
ー
や
み
や

ま
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
等
、
観
光
振
興
に
よ
る

交
通
量
の
増
加
や
沿
線
の
土

地
利
用
状
況
、
更
に
は
相
互

通
行
を
可
能
と
す
る
整
備
に

要
す
る
費
用
と
、
そ
の
投
資

効
果
等
を
勘
案
し
、
河
川
管

理
者
で
あ
る
県
の
見
解
を
確

認
し
な
が
ら
町
道
認
定
及
び

整
備
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

た
い
。 中津川の堤防道路を

町道として整備する
ことを検討する

回答（町長）

町
民
の
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る

�

道
路
づ
く
り
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

質
問
者

　
中
津
川  

定
雄　
議
員

中津川の堤防道路
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前
回
の
一
般
質
問
に
お

い
て
、の
る
ー
と
足
柄
の
３

年
間
の
実
証
実
験
中
で
合
計

収
支
が
９
３
０
０
万
円
の
マ

イ
ナ
ス
が
見
込
ま
れ
て
い
る

と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
マ
イ
ナ
ス
分
は
ど
こ
が

負
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、そ

の
マ
イ
ナ
ス
分
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
、（
一
社
）
足
柄

オ
ン
デ
マ
ン
ド
と
同
法
人
の

理
事
で
あ
る
交
通
事
業
者
と

の
間
に
て
、
未
払
い
等
が
生

じ
て
い
る
こ
と
は
伺
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
民
間
同
士
の

契
約
及
び
債
権
責
務
に
、
契

約
当
事
者
で
な
い
町
が
介
入

す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

の
る
ー
と
足
柄
及
び
地

域
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、
評

価
検
討
は
ど
こ
で
い
つ
行
わ

れ
る
の
か
。

町
地
域
公
共
交
通
会
議

及
び
足
柄
広
域
新
モ
ビ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議
会

に
お
い
て
、
３
月
下
旬
に
は

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実

験
の
効
果
検
証
を
行
う
日
程

を
調
整
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。

実証実験の結果を活か
しニーズに合った事業
に取り組みたい

回答（町長）

今
後
の
松
田
町
の
公
共

交
通
に
つ
い
て
の
考
え
、
特

に
（
一
社
）
足
柄
オ
ン
デ
マ

ン
ド
と
松
田
町
の
関
係
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

町
と
し
て
の
実
証
実
験

は
本
年
３
月
を
持
っ
て
終
了

と
な
る
の
で
、
実
証
実
験
で

の
地
域
公
共
交
通
と
し
て
、

町
と
足
柄
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と

の
人
的
あ
る
い
は
金
銭
的
な

関
係
性
は
一
旦
な
く
な
る
が
、

今
後
、
独
立
し
た
一
法
人
と

し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
継

続
さ
れ
る
の
か
は
確
認
中
で

あ
る
。
今
後
の
企
業
形
態
が
、

町
が
考
え
る
事
業
と
合
致
す

る
も
の
と
な
れ
ば
、
予
算
の

範
囲
内
に
て
、
事
業
委
託
を

行
う
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
な

い
。

松
田
町
寄
地
内
の
水
道

水
を
活
用
し
た
「
ボ
ト
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
生
産
施
設
整
備

事
業
」
の
事
業
主
体
は
ど
こ

が
担
い
、
５
億
円
を
超
え
る

予
算
規
模
で
ど
の
よ
う
な
施

設
を
造
る
の
か
。

生
産
施
設
の
規
模
と
し

て
、
３
０
０
坪
ほ
ど
の
広
さ

の
ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
生

産
設
備
を
備
え
た
施
設
を
１

棟
と
生
産
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

を
整
備
し
、
１
時
間
当
た
り

最
大
２
千
本
の
製
造
が
可
能

な
水
の
充
填
機
械
や
同
じ
く

最
大
千
本
の
製
造
が
可
能
な

炭
酸
の
充
填
機
械
等
を
設
置

す
る
。ボ

ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
商
品
化
に
お
け
る
設
備
投

資
や
人
件
費
等
の
コ
ス
ト
と

得
ら
れ
た
収
益
の
事
業
判
断
、

販
路
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
事

業
計
画
は
。

設
備
投
資
は
国
の
地
域

未
来
交
付
金
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
施
設
整
備
費
用
と
販

売
Ｐ
Ｒ
費
用
を
含
め
た
３
年

間
の
総
事
業
費
約
５
億
９
９

０
０
万
円
を
見
込
み
、
起
債

に
対
す
る
交
付
税
算
入
見
込

み
額
を
除
い
た
町
の
負
担
額

は
約
２
億
８
千
万
円
と
な
る

見
込
み
。
指
定
管
理
者
を
予

定
し
て
お
り
、
町
へ
の
負
担

金
と
し
て
年
間
１
４
０
０
万

円
の
収
入
を
見
込
む
。

ボトルドウォーター
生産施設を整備し、
地域産品を生み出す

回答（町長）

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
の
た
め
、
寄
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
３
面
増
設
し
、
既
存
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
整
備
を
行
う
が
、
管
理
施

設
の
新
設
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
管

理
棟
が
無
い
こ
と
か
ら
駐
車

場
敷
地
内
に
新
た
に
更
衣
室

や
シ
ャ
ワ
ー
等
を
備
え
た
管

理
棟
を
整
備
し
、
施
設
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
。

松
田
町
の
地
域
公
共
交
通

�

に
つ
い
て

質
問
者

　
吉
田　
功　
議
員

水
資
源
を
有
す
る
町
の

�

新
た
な
商
品
開
発
事
業
等
に
つ
い
て

質
問
者

　
寺
嶋　
正　
議
員

寄の水資源
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近
い
将
来
空
き
家
に
な

り
得
る
こ
と
を
想
定
し
て
心

を
痛
め
て
い
る
高
齢
者
が
多

い
中
、
今
後
空
き
家
に
な
り

得
る
可
能
性
の
あ
る
件
数
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

空
き
家
法
で
は
、
空
き

家
の
定
義
が
あ
り
、
１
年
以

上
、
人
の
出
入
り
が
な
く
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の

使
用
実
績
が
な
い
状
態
が
目

安
と
さ
れ
て
い
る
。
令
和
６

年
12
月
に
行
っ
た
目
視
に
よ

る
実
態
調
査
で
は
、
空
き
家

の
可
能
性
が
あ
る
物
件
は
、

松
田
地
区
56
件
、
寄
地
区
67

件
、
合
計
１
２
３
件
で
、
毎

年
増
加
傾
向
で
あ
る
。

既
に
空
き
家
と
な
っ
て

い
る
物
件
に
対
し
て
町
の
考

え
と
対
策
を
伺
い
た
い
。

町
内
の
70
歳
以
上
で
持

ち
家
に
お
住
い
の
独
居
の
方

約
３
０
０
人
を
対
象
に
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
終
活
支
援
相
談
会
へ

の
参
加
の
周
知
、
空
き
家
に

な
っ
た
時
の
活
用
に
向
け
て
、

所
有
者
へ
の
意
向
確
認
や
、

さ
が
み
信
用
金
庫
及
び
全
国

保
証
会
社
と
、
空
き
家
対
策

専
用
ロ
ー
ン
の
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。
今
後
は
、
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
み
、
空
き
家

等
の
予
防
対
策
及
び
活
用
に

向
け
た
制
度
設
計
を
検
討
し

て
い
く
。

こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問

で
提
案
し
た
「
誰
も
が
利
用

し
た
く
な
る
公
園
の
整
備
」

「
保
護
者
の
実
状
に
沿
っ
た

預
か
り
保
育
制
度
」「
子
育
て

支
援
制
度
全
体
の
〝
分
か
り

や
す
い
〟
情
報
発
信
」
は
、

来
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
ま
し
た
か
。

令
和
８
年
度
予
算
で
は
、

中
丸
児
童
公
園
の
整
備
費
と

し
て
約
２
千
２
百
万
円
を
計

上
し
、
中
丸
児
童
公
園
の
遊

具
更
新
等
を
実
施
す
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
も
隣
接

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
高
齢

の
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
き

た
い
た
め
、
遊
具
更
新
に
際

し
て
は
、
健
康
器
具
も
設
置

す
る
こ
と
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
と
の
一
体
性
を
持
た
せ

た
ご
利
用
を
想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
預
か
り
保
育
に
つ
い

て
は
、
幼
稚
園
の
朝
の
預
か

り
保
育
を
一
時
利
用
者
に
も

広
げ
ら
れ
る
よ
う
体
制
を
検

討
す
る
。
子
育
て
支
援
制
度

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用

し
、
子
育
て
世
帯
や
転
入
検

討
者
に
届
く
よ
う
分
か
り
や

す
い
情
報
発
信
を
強
化
す
る
。

施
策
は
「
実
施
し
て
終

わ
り
」
で
は
な
く
、
測
定
・

検
証
し
改
善
す
る
循
環
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
公
園
整
備
、

預
か
り
保
育
、
子
育
て
支
援

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
自

分
た
ち
の
声
が
町
政
に
反
映

す
る
と
い
う
実
感
を
持
っ
て

も
ら
い
、
行
政
と
住
民
が
共

に
つ
く
る
町
づ
く
り
を
進
め

る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
考

え
ま
す
が
、
住
民
の
声
等
を

把
握
し
、
改
善
に
つ
な
げ
る

と
い
う
循
環
シ
ス
テ
ム
は
ど

の
よ
う
に
構
築
し
ま
す
か
。

公
園
整
備
や
預
か
り
保

育
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に

職
員
に
よ
る
聞
き
取
り
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
情
報
発

信
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
閲
覧
数
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か

ら
の
流
入
な
ど
を
指
標
と
し

て
分
析
す
る
な
ど
、
ま
ず
は

デ
ー
タ
収
集
を
強
化
す
る
。

空き家増加に苦慮し
ている

回答（町長）

公園整備・保護者
の実状に沿った預
かり保育制度等、
全て進める！
回答（町長）

継
承
者
が
お
ら
ず
空
き
家
に
な
り
得
る

�

自
宅
や
土
地
の
終
活
に
つ
い
て

質
問
者

　
秋
田
谷  

光
彦　
議
員

一
般
質
問
で
の
回
答
を
踏
ま
え
て
の

�

来
年
度
の
予
算
及
び
事
業
計
画
に
つ
い
て

質
問
者

　
北
村　
和
士　
議
員

中丸児童公園
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デ
ジ
タ
ル
機
器
は
今
や
日

常
生
活
に
不
可
欠
で
あ
る
。

便
利
な
反
面
弊
害
を
指
摘
す

る
研
究
も
あ
り
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
特
に
子
ど
も
の
ス

マ
ホ
・
デ
ジ
タ
ル
機
器
依
存

症
の
怖
さ
に
つ
い
て
認
識
を

質
し
た
い
。

当
町
で
は
い
ち
早
く
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
が
、

児
童
・
生
徒
の
使
用
実
態
の

調
査
、
学
習
効
果
の
検
証
は
。

平
成
26
年
度
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
今
で
は

９
割
以
上
の
教
員
が
週
３
日

以
上
授
業
で
利
用
し
て
い
る
。

家
へ
の
持
ち
帰
り
は
申
請
が

あ
れ
ば
許
可
す
る
が
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
て
利
用

を
制
限
し
て
い
る
。
学
習
面

の
効
果
検
証
は
町
単
独
で
は

や
っ
て
い
な
い
が
、
全
国
学

習
調
査
は
他
と
遜
色
の
な
い

結
果
で
あ
る
。

教
育
現
場
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
機
器
は
、
先
生
も
生

徒
も
便
利
で
有
効
な
の
で
活

用
さ
れ
て
い
る
が
、
反
面
、

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
認

識
は
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安

全
に
使
う
能
力
の
不
足
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
は
認
識
し
、
情

報
モ
ラ
ル
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用

の
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
学
齢
期
以
前
の
実
態
調

査
や
、
保
護
者
に
対
す
る
啓

発
は
。町

独
自
の
調
査
は
し
て

い
な
い
が
、
こ
ど
も
家
庭
庁

の
調
査
で
は
０
歳
児
の
１
割
、

２
歳
児
の
約
半
数
が
日
常
的

に
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
今
後
、
啓
発
に

取
り
組
む
。

ス
マ
ホ
依
存
症
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
同
様
、
依
存
症
で
あ
り
、

脳
が
発
達
段
階
に
あ
る
子
ど

も
は
な
り
や
す
い
危
険
が
あ

る
が
、
啓
発
す
る
機
会
は
。

希
望
者
だ
け
が
受
講
す

る
子
育
て
教
室
で
は
な
く
、

な
る
べ
く
多
く
の
保
護
者
に

認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

チ
ラ
シ
等
を
検
診
時
に
配
布

し
た
り
、
Ｈ
Ｐ
や
広
報
で
啓

発
す
る
。

　
農
業
振
興
を
目
的
に
、
農

地
の
公
図
地
番
ご
と
に
農
振

農
用
地
を
指
定
し
た
一
団
の

農
地
を
対
象
に
、
農
道
整
備

や
施
設
整
備
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
の
松
田
町
の

農
地
は
担
い
手
不
足
等
に

よ
っ
て
、
葛
葉
フ
ジ
や
竹
林

に
覆
わ
れ
復
元
で
き
な
い
耕

作
放
棄
地
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る

最
大
の
要
因
は
、
農
振
農
用

地
は
一
度
指
定
さ
れ
る
と
容

易
に
解
除
で
き
な
い
た
め
、

山
林
に
転
用
で
き
な
い
こ
と

が
問
題
で
す
。

松
田
地
区
と
寄
地
区
の

農
振
農
用
地
内
の
耕
作
放
棄

地
の
面
積
に
つ
い
て
。

松
田
地
区
55
ha
の
う

ち
25
％
、
寄
地
区
75
ha
の

う
ち
９
％
、
合
計
１
３
０
ha

の
う
ち
20
ha
、
16
％
が
耕
作

放
棄
地
と
な
っ
て
い
る
。

耕作放棄地の農用
地指定解除の制度
改正を県へ要望す
る
回答（町長）

農
振
農
用
地
指
定
の
解

除
要
件
を
満
た
し
て
の
山
林

転
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

農
用
地
指
定
の
解
除
は
、

「
農
振
法
」
13
条
２
項
の
６

の
要
件
を
全
て
満
た
し
た
場

合
で
農
用
地
を
解
除
し
た
後
、

山
林
転
用
が
で
き
る
か
ど
う

か
判
断
す
る
も
の
で
、
現
実

論
と
し
て
は
非
常
に
難
し
い

制
度
と
感
じ
て
い
る
。

農
振
農
用
地
を
解
除
で

き
な
い
耕
作
放
棄
地
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て
。

農
地
が
荒
れ
る
前
に
貸

借
を
行
え
る
よ
う
「
新
規
就

農
者
等
担
い
手
支
援
補
助
金
」

や
、「
遊
休
農
地
等
再
生
事

業
補
助
金
」
な
ど
の
補
助
制

度
を
用
い
て
耕
作
放
棄
地
の

対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
著

し
い
成
果
は
上
が
っ
て
い
な

い
。

　
広
範
囲
の
耕
作
放
棄
地
に

は
、
イ
ノ
シ
シ
・
鹿
・
熊
な

ど
が
住
み
着
き
、
優
良
農
地

へ
の
被
害
拡
大
や
、
人
災
を

懸
念
し
て
い
る
の
で
、
同
じ

問
題
を
抱
え
る
近
隣
市
町
と

連
携
し
て
、
県
に
制
度
改
正

を
要
望
し
て
い
く
。

スマホ依存症につ
いて子育て世代に
啓発します！

回答（教育長）

デ
ジ
タ
ル
の
弊
害
か
ら

�

子
ど
も
を
守
る
に
は

質
問
者

　
平
野  

由
里
子　
議
員

耕
作
放
棄
地
を
防
止
す
る
た
め

�

農
振
農
用
地
指
定
の
解
除
を

質
問
者

　
田
代　
実　
議
員

松田山
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このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

議会報告会・意見交換会を開催！

「
稼
ぐ
マ
チ
」
の
基
本

的
な
考
え
方
は
。

人
口
減
少
や
産
業
停
滞

に
よ
る
財
源
不
足
へ
の
危
機

感
か
ら
、
人
口
・
企
業
・
交

流
人
口
の
増
加
に
よ
る
税
収

増
と
、
官
民
連
携
や
施
設
活

用
に
よ
る
税
外
収
入
増
の
二

本
柱
で
財
政
基
盤
の
強
化
を

図
る
。

　
取
組
を
止
め
れ
ば
サ
ー
ビ

ス
縮
小
や
料
金
値
上
げ
、
地

域
活
力
の
低
下
に
つ
な
が
る

た
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
「
稼
ぐ
」
政
策

を
推
進
す
る
必
要
性
を
強
調

し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
の
重
点
事

業
は
。新

松
田
駅
周
辺
整
備
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
拠
点

整
備
に
よ
る
観
光
振
興
と
雇

用
創
出
、
ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
生
産
施
設
整
備
に
よ
る

水
資
源
活
用
と
ブ
ラ
ン
ド
化
、

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能
強

化
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
魅
力
発
信
、
教
育

環
境
整
備
に
よ
る
人
口
減
少

抑
制
な
ど
を
実
施
し
、
地
域

経
済
の
循
環
拡
大
と
、
税
収

増
を
目
指
す
。

松
田
山
・
西
平
畑
公
園

へ
の
投
資
の
必
要
性
は
。

観
光
拠
点
の
老
朽
化
・

機
能
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

遊
歩
道
整
備
や
施
設
改
修
、

安
全
対
策
な
ど
の
整
備
を
進

め
る
。
将
来
構
想
と
施
設
整

備
計
画
を
策
定
し
、
自
然
環

境
を
活
か
し
た
観
光
魅
力
向

上
と
回
遊
性
の
強
化
を
図
り
、

投
資
に
よ
っ
て
地
域
経
済
の

持
続
可
能
な
「
稼
ぐ
マ
チ
」

の
実
現
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
進
め
る
。

「稼ぐマチ」で
「持続可能な町」へ

回答（町長）

　３月の第１回議会定例会で、令和８年度予算が可決され、新年度もスタートをしました。
８年度の主な事業などの議会報告会及び皆さんとの意見交換会を、次のとおり開催します
のでご参加ください。
【開催日時・会場】
　　（1）７月18日（土）１９時～２０時３０分　寄小学校屋内運動場　１階多目的ルーム
　　（2）７月25日（土）１９時～２０時３０分　生涯学習センター　１階展示ホール
【内 容】議会報告　令和８年度予算等について、各常任委員会より報告、意見交換
　　　　　　広聴テーマ　「松田町の幼児から児童までの子育て支援について」
　　　　　　　　　　　　　（総務文教常任委員会）
　　　　　　　　　　　　「スポーツツ－リズムの推進による寄地域の活性化について」
　　　　　　　　　　　　　（産業厚生常任委員会）
【申 込 み】�参加は自由ですので、事前申込みは不要です。開催日当日に直接会場で受付

けします。
　　　　　　詳しくは、議会事務局へ。☎８４－１３３５

「
持
続
可
能
な
稼
ぐ
マ
チ
」
へ
の

�

進
化
に
つ
い
て

質
問
者

　
武
尾　
哲
治　
議
員

リニューアルした寄自然休養村管理センター
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議 員 行 政 視 察 報 告議 員 行 政 視 察 報 告
日　時　　令和８年２月４日～５日
視察先　　岐阜県可児市、静岡県袋井市
参加者　　�寺嶋　正、飯田　一、南雲まさ子、井上栄一、田代　実、平野由里子、古谷星工人、

秋田谷光彦、中津川定雄、吉田　功、武尾哲治、北村和士

　
可
児
市
議
会
は
、
議
会
の

見
せ
方
だ
け
で
は
な
く
、
熟

議
と
い
う
本
質
に
こ
だ
わ
っ

た
議
会
改
革
を
推
進
し
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

人
口
規
模
は
松
田
の
10
倍
弱

で
議
員
定
数
も
22
名
、
市
と

町
と
で
は
単
純
に
真
似
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
議

会
の
本
質
、
つ
ま
り
住
民
の

代
表
の
熟
議
に
よ
る
合
議
体

と
い
う
在
り
方
に
は
大
小
の

違
い
は
な
い
。
そ
れ
を
尊
重

し
た
議
会
改
革
の
柱
は
①
議

会
運
営
サ
イ
ク
ル
②
予
算
決

算
審
査
サ
イ
ク
ル
③
委
員
会

代
表
質
問
④
広
報
公
聴
、
の

四
本
立
て
で
あ
る
。

　
①
で
は
、
議
長
、
副
議
長
、

委
員
会
人
事
の
任
期
が
1
年

と
短
い
が
、
引
き
継
ぎ
を
重

視
し
課
題
に
継
続
し
て
取
り

組
む
。
ま
た
4
年
ご
と
に
議

会
基
本
条
例
を
見
直
す
。

　
②
議
長

と
監
査
を

除
く
全
員

で
予
算
決

算
委
員
会

を
構
成
。

決
算
審
査

を
重
視
し

て
お
り
、

重
点
事
業

点
検
報
告

書
を
中
心

に
複
数
回

の
全
体
説

明
・
質
疑
。

そ
の
後
の

分
科
会
で

市
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
執

行
側
へ
の
提
言
を
提
案
、
全

体
会
に
戻
っ
て
討
論
・
採

決
・
提
言
取
り
ま
と
め
。
予

算
で
は
提
言
が
反
映
さ
れ
て

い
る
か
も
含
め
、
説
明
・
質

疑
・
討
論
・
採
決
。
こ
れ
を

年
間
サ
イ
ク
ル
と
し
て
い
る
。

　
③
会
派
制
を
と
っ
て
い
る

が
会
派
代
表
質
問
は
な
い
。

し
か
し
委
員
会
活
動
で
市
民

の
意
見
も
吸
収
し
な
が
ら
調

査
研
究
す
る
中
で
、
必
要
が

生
じ
る
と
委
員
会
代
表
質
問

を
す
る
。
熟
議
を
経
て
全
員

一
致
で
出
す
の
で
、
一
人
の

議
員
が
や
る
一
般
質
問
よ
り

重
み
が
あ
る
。

　
④
公
聴
の
充
実
の
前
提
と

し
て
広
報
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
公
聴
は
何
通
り
も
工
夫

し
て
い
て
、
議
会
報
告
会
は

当
然
や
る
が
、
地
区
ご
と
、

各
種
団
体
と
、
若
い
世
代
と
、

子
育
て
世
代
と
、
な
ど
様
々

な
懇
談
会
、
小
中
高
校
生
議

会
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
前
意

見
交
換
会
と
、
議
員
で
手
分

け
し
て
対
応
し
て
も
か
な
り

の
頻
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
議

場
で
の
市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー

チ
が
令
和
6
年
度
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
議
員
研
修
に
一

般
市
民
も
参
加
で
き
る
も
の

も
あ
る
と
い
う
の
も
興
味
深

い
。

　
袋
井
市
で
は
、「
使
用
す

る
野
菜
の
３
分
の
１
は
市
内

産
」
と
い
う
目
標
を
総
合
計

画
の
取
組
指
標
に
設
定
。
令

和
６
年
度
の
地
場
産
物
使
用

実
績
は
、
購
入
金
額
ベ
ー
ス

で
約
２
９
０
０
万
円
、
全
体

の
35
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
２
か
所
に
保

管
倉
庫
（
冷
蔵
・
冷
凍
・
常

温
）
を
確
保
し
、
大
量
に
収

穫
さ
れ
た
野
菜
は
夏
休
み
等

を
活
用
し
て
加
工
保
存
（
炒

め
玉
ね
ぎ
、
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー

レ
、
切
干
大
根
な
ど
）。
収

穫
期
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、

年
間
を
通
じ
て
安
定
利
用
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

野
菜
く
ず
は
堆
肥
化
し
、
そ

の
堆
肥
で
育
て
た
さ
つ
ま
い

も
等
を
給
食
に
活
用
す
る
循

環
型
モ
デ
ル
も
構
築
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
一
部
を
民
間
に
貸
し
出
し
、

〝
稼
ぐ
力
〟
の
導
入
も
検
討
。

新
潟
県
見
附
市
で
は
年
３
３

０
０
万
円
の
賃
料
を
将
来
の

修
繕
費
と
し
て
積
み
立
て
て

い
る
事
例
も
あ
る
と
の
こ
と
。

公
共
施
設
も
発
想
次
第
で
未

来
へ
の
投
資
原
資
を
生
み
出

せ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
地
産
地
消
は
理
想
論
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
目
標
を
掲
げ
、

数
字
で
管
理
し
、
現
場
と
信

頼
関
係
を
築
く
。
そ
の
積
み

重
ね
で
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き

ま
し
た
。

　
松
田
町
で
も
、
農
業
の
担

い
手
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

学
校
給
食
で
町
内
食
材
を
安

定
的
に
買
い
上
げ
る
仕
組
み

が
で
き
れ
ば
、
農
家
の
皆
さ

ん
の
安
心
に
つ
な
が
り
、
い

わ
ば
〝
農
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ

ン
カ
ム
〟
的
な
役
割
も
果
た

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

可児市議会議場にて
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中
東
の
紛
争
と
平
和
な
日

本
、
地
政
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
や

今
後
日
本
に
与
え
る
影
響
な

ど
を
思
い
な
が
ら
筆
を
執
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
松
田
町
の
３
月
議
会

は
翌
年
度
の
予
算
を
決
め
る

大
事
な
議
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス

ト
の
も
と
、
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
支
援
等
を
厚
く
し
た

町
と
し
て
初
の
１
０
０
億
を

超
え
る
大
型
予
算
と
な
っ
て

お
り
、
町
民
の
幸
せ
の
た
め

の
予
算
に
な
っ
て
い
る
か
、

議
員
が
一
生
懸
命
執
行
者
側

と
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
中
東
の
紛
争
が
収
ま
り
世

界
が
１
日
も
早
く
平
和
に
な

り
ま
す
よ
う
。

�

（
飯
田
）

住みやすい町を目指して…住みやすい町を目指して…62

からさわ瓦古
こ
窯
よう
発見者　野

の
末
ずえ
佑
ゆう
一
いち
さん（かなん沢在住）

地域の文化遺産を後世に継承する

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

  

武
尾　
哲
治

副
委
員
長　

  

寺
嶋　
　
正

委　
　
員　

  

飯
田　
　
一

委　
　
員　

  

南
雲
ま
さ
子

委　
　
員　

  

秋
田
谷
光
彦

委　
　
員　

  

吉
田　
　
功

令和８年 第２回定例会は令和８年 第２回定例会は
６月２日（火）開会予定６月２日（火）開会予定
ぜひ、傍聴にお越しください。ぜひ、傍聴にお越しください。

発熱等症状がある方は、ご遠慮ください。発熱等症状がある方は、ご遠慮ください。

「住みやすい町を目指して」活動され
ている方や団体で、このコーナーに掲
載してくださる方を募集しています。
　希望される方は下記までご連絡くだ
さい。

　1968（昭和43）年２月に現住居裏に住んでいた
義理のお父様が東名高速道路工事斜面の一部が赤
く変色しているのを不思議に思われたので、義理
のお兄様と一緒に変色現場に出
向いてみたところ、当時、勤務
されていた千代小学校の資料室
に保管されていた千代廃寺の布
目瓦と同じ瓦片が一面に刺さっ
ていました。そこで、千代小学
校PTA会長で千代廃寺につい
て研究されていた小田原史談会
副会長の内田さんに連絡したと
ころ瓦古窯発見が新聞記事とな
りました。そこで県文化財保護委員の赤星直忠先
生が確認調査にお見えになり、千代小学校教諭野
末佑一さんが第一発見者ということになりました。
　現在、松田町生涯学習センターに展示保管さ
れている最（西）明寺阿弥陀仏は、野末さんが
2006（平成18）年に庶子自治会（旧庶子戸主会）
の会長に就任された時、町指定重要文化財である
仏像（通称善光寺さん）が、桜観音のブロック建
築の倉庫で保管されており、劣化の心配や町民や
近隣市町の皆様にも広く知っていただきたく町に
お願いして展示保管していただくことになりました。
　また、同じく町重要文化財の十一面観音像が安
置されているお堂は、かつては庶子自治会の所有
物でしたが、所在地の宝

ほう

壽
じゅ

院に維持管理を委譲し
ました。しかし、近年お堂の屋根や柱の痛みが激

しくなり、補強工事が必要となり、その高額な工
事費を捻出するため、野末さんを含む4名の宝壽
院総代が中心となって、檀家や庶子自治会員、一

般の方々から寄付金を募り、昨
年10月にお堂の補強工事が完
了しました。
　2026年11月22日に、中里・
かなん沢・城山自治会と城山ふ
れあい会共催・松田町・松田町
教育委員会の後援で、「戦争体
験者のお話を伺う会」が開催さ
れ、野末さんが講師をつとめら
れました。

　野末さんは1936（昭和11）年に東京府大森で
生まれました。お父様が山田村（現大井町山田地
区）の出身だったので縁故疎開し、山田村国民学
校４年生の10歳の時に終戦を迎えました。
　特に御殿場線下曽我駅で弾薬や砲弾を積んだ
貨物が爆撃されたときは爆発音が山田まで聞こ
え、夜は下曽我の空が赤かったそうです。この日
は１４名の立花学園高等学校の生徒も参加していて、
高校生も熱心に聞いてくださり、積極的に質問し
てくださいました。
　正の遺産も負の遺産も地域の文化や営みを後世
に伝え引き継ぐことは、新たな未来を拓くことに
たいせつなことと感じさせられました。
※�「からさわ瓦窯跡群調査報告書」刊行記念シン
ポジウム　令和８年10月17日（土）開催予定


